
平
成

年
度

浄
化
槽
実
務
者
研
修
会
を
開
催

日間、 会場で 、 名が受講
浄化槽の「処理水質に責任」をもつ管理体制

の整備強化へ、業界・行政が一体で研修

平
成

年
度

浄
化
槽
実
務
者
研
修
会
を
開
催

平
成

年
度

（ ） 平成 年 月 日広 報 ぎかんきょう第 号

効
率
的
な
生
活
汚
水
処
理

施
設
と
し
て
国
・
地
方
の

財
政
健
全
化
に
果
た
す
浄

化
槽
の
役
割

膨
張
す
る
下
水
道
債
務
と

地
方
財
政
健
全
化

が
急
務
と

さ
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
よ
り

効
率
的
な
生
活
汚
水
処
理
施
設

と
し
て
浄
化
槽
の
評
価
、
認
識

が
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
業
界
団
体

は
下
水
道
法
改
正
を
国
に
求

め
、
こ
れ
に
対
し
て
民
主
党
政

権
は
「
下
水
道
に
偏
重
し
た
汚

発 行

岐阜県環境整備事業協同組合

岐阜市六条大溝

平成 年度浄化槽実務者研修会岐阜会場（ 月 日、長良川国際会議場メインホール・さらさ ら）

岐
阜
県
浄
化
槽
連
合
会
・
岐
阜
県
浄
化

槽
ら
く
ら
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
促
進
協
議
会
主

催
、
岐
阜
県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
対
策
課
協

力
の
、
平
成

年
度
浄
化
槽
実
務
者
研
修
会

が

月

日
（
長
良
川
国
際
会
議
場
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
・
さ
ら
さ

ら
）、

月

日
（
長

良
川
国
際
会
議
場

階
大
会
議
室
）、

月

日
（
飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室
）
の

会
場
で
行
わ
れ
た
。

研
修
会
は
、
毎
年
浄
化
槽
施
工
、
保
守
点

検
、
清
掃
、
法
定
検
査
及
び
浄
化
槽
メ
ー

カ
ー
、
県
・
市
町
村
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

て
お
り
、
今
回
は

会
場
で

、

名

が
受
講
、
全
国
環
整
連
及
び
他
県
浄
化
槽
協

会
か
ら
も
参
加
が
あ
っ
た
。

研
修
会
は
、
岐
阜
・
西
濃
・
中
濃
・
東
濃

（
岐
阜
会
場
）、飛
騨（
高
山
会
場
）で
行
わ
れ
、

研
修
パ
ー
ト

玉
川
福
和

岐
阜
県
浄
化
槽

連
合
会
会
長
の
講
演
「
積
み
残
さ
な
い
」、

日
本
環
境
整
備
教
育
セ
ン
タ
ー
の
講
演
、

県
に
よ
る
「
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
等

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
説
明
・

解
説
、
研
修
パ
ー
ト

「
浄
化
槽
工
事
の
あ

る
べ
き
姿
と
高
度
な
維
持
管
理
」

浄
化
槽

施
工
、
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
の
報

告
と
質
疑
応
答

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

水
処
理
対
策

を
正
す
」
政

策
指
針
を
掲

げ
て
法
改
正

が
国
会
で
も

審
議
さ
れ
、

法
案
づ
く
り

も
順
次
進
ん

で
い
る
。

浄
化
槽
維
持
管
理
業
者
、
業

界
は
、
浄
化
槽
の
「
処
理
水
質

に
責
任
」
を
持
つ
管
理
体
制
の

整
備
、
強
化
を
問
わ
れ
て
い
る
。

下
水
道
法
の
改
正
に
よ
っ

て
位
置
づ
け
が
高
ま
る
浄

化
槽
に
課
せ
ら
れ
る
高
度

な
処
理
水
質
の
保
持

下
水
道
法
が
改
正
さ
れ
、
浄

化
槽
が
果
た
す
役
割
、
位
置
づ

け
が
高
ま
る
と
、
前
述
の
よ
う

に
そ
れ
に
対
応
し
た
施
工
、
保

守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
な

ど
、
適
正
か
つ
、
よ
り
高
度
な

高
度
な
処
理
水
質
の
安
定
確

保
へ
、
適
正
な
浄
化
槽
設
置

工
事
と
維
持
管
理
の
使
命
責

任
を
追
求

玉川福和 岐阜県浄化
槽連合会会長

浄
化
槽
実
務
が
求
め
ら
れ
る
。

今
回
の
平
成

年
度
浄
化
槽

実
務
者
研
修
会
は
、
そ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
業
界
と
行
政

が
認
識
の
共
有
と
連
携
・
協
力

を
密
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。

玉
川

岐
阜
県
浄
化
槽
連

合
会
会
長
が
講
演
「
積
み

残
さ
な
い
」
で
国
・
地
方

・
業
界
が
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘

研
修
会
で
は
、
県
の
挨
拶
に

続
い
て
、

岐
阜
県
浄
化
槽
連

合
会
玉
川
福
和
会
長
が
「
積
み

残
さ
な
い
」
と
い
う
問
題
提
起

（
注
・
本
紙

ペ
ー
ジ
参
照
）

を
踏
ま
え
た
講
演
を
行
い
、
こ

の
中
で
、
国
の
財
政
を
大
き
く

圧
迫
し
て
い
る
下
水
道
事
業

（
下
水
道
管
理
費
及
び
下
水
道

料
金
不
足
、
下
水
道
建
設
費
や

下
水
道
法

条
改
正
に
よ
る
効

果
）
を
資
料
に
よ
っ
て
説
明

し
、
下
水
道
に
と
っ
て
か
わ
る

べ
き
浄
化
槽
の
位
置
づ
け
や
、

業
界
の
意
識
の
あ
り
よ
う
を
説

い
た
。

進
化
す
る
浄
化
槽
の
性
能

発
揮
へ
浄
化
槽
実
務
者
の

「
技
術
対
応
」
と
設
置
者

へ
の
「
説
明
責
任
」
の
重

要
性
を
説
く

続
い
て
、

日
本
環
境
整
備

教
育
セ
ン
タ
ー
が
「
浄
化
槽
の

性
能
発
揮
と
維
持
管
理
そ
し
て

説
明
責
任
」
の
演
題
で
、
日
々

進
化
し
、
千
差
万
別
の
浄
化
槽

の
性
能
発
揮
の
た
め
の
浄
化
槽

実
務
者
の
技
術
対
応
と
、
設
置

者
、
地
域
住
民
の
信
頼
に
つ
な

が
る
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
の
「
説
明
責
任
」
の
あ
り
方

を
中
心
に
講
演
を
行
っ
た
。

「
岐
阜
県
浄
化
槽
の
設
置

等
に
関
す
る
指
導
要
綱
」

を
中
心
に
、
県
が
理
解
・

周
知
、
協
力
を
求
め
る

ま
た
続
い
て
、
県
に
よ
る

「
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理

等
に
向
け
た
県
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

内
容
は
、
浄
化
槽
を
適
正
に

使
用
す
る
た
め
に
重
要
な
設
置

工
事
（
浄
化
槽
工
事
に
関
す
る

記
録

岐
阜
県
浄
化
槽
の
設
置

等
に
関
す
る
指
導
要
綱
）
並
び

に
浄
化
槽
設
置
届
（
無
届
け
浄

化
槽
に
関
す
る
指
導
）
を
中
心

に
、
業
界
の
周
知
、
協
力
を
求

め
る
趣
旨
で
行
わ
れ
た
。

な
お
、
浄
化
槽
工
事
に
関
す

る
記
録
で
は
、
研
修
パ
ー
ト

に
お
け
る
各
業
種

団
体
の
報

告
の
中
で
「
施
工
か
ら
の
報

告
」
と
し
て
、
業
界
と
し
て
の

対
応
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
説
明

さ
れ
た
。

「
浄
化
槽
工
事
の
あ
る
べ

き
姿
と
高
度
な
維
持
管

理
」
で
業
界
各
業
種
団
体

が
報
告
、
質
疑
応
答

研
修
会
で
は
、
研
修
パ
ー
ト

で
「
浄
化
槽
工
事
の
あ
る
べ

き
姿
と
高
度
な
維
持
管
理
」
を

テ
ー
マ
に
、

岐
阜
県
浄
化
槽

連
合
会
（
岐
阜
県
浄
化
槽
生
涯

機
能
保
証
制
度
に
つ
い
て
）、

管
設
備
、
保
守
点
検
、
清
掃
各

協
同
組
合
並
び
に

岐
阜
県
環

境
管
理
技
術
セ
ン
タ
ー
（
み
ず

再
生
施
設
認
定
制
度
に
つ
い

て
）
各
団
体
に
よ
る
報
告
と
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
後
、
最
後

に
玉
川

岐
阜
県
浄
化
槽
連
合

会
会
長
が
全
体
の
「
ま
と
め
」

（
注
・
本
紙

ペ
ー
ジ
参

照
）」
を
述
べ
て
研
修
を
終
了

し
た
。



（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

施
工
・
法
定
検
査
・
保
守
点
検
・
清
掃
か
ら
の
報
告
と
質
疑
応
答
で

「
浄
化
槽
工
事
の
あ
る
べ
き
姿
と
高
度
な
維
持
管
理
」を
学
習

「
浄
化
槽
工
事
の
あ
る
べ
き
姿
と
高
度
な
維
持
管
理
」を
学
習

（ ）平成 年 月 日 広 報 ぎかんきょう第 号

本
制
度
は
平
成

年

月
よ

り

岐
阜
県
浄
化
槽
連
合
会
が

実
施
し
て
い
る
制
度
で
、
漏
水

等
機
能
異
常
を
起
こ
し
た
浄
化

槽
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
及
び

原
因
者
を
遡
及
調
査
し
、
原
因

が
明
ら
か
な
場
合
は
原
因
者

に
、
原
因
が
不
明
な
場
合
な
ど

は
制
度
で
造
成
す
る
基
金
を

使
っ
て
修
理
し
、
設
置
者
に
は

維
持
管
理
費
用
以
外
の
費
用
負

担
を
求
め
ず
、
安
心
し
て
浄
化

槽
を
使
い
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
。

報
告
で
は
、
平
成

年
度
の

申
立
て

件
と

年
度
の

月

ま
で
の
申
立
て

件
が
あ
り
、

修
理
費
用
負
担
は
、
原
因
者
不

明
及
び
倒
産
に
よ
る
連
合
会
負

担
が

件
、
メ
ー
カ
ー
負
担
が

件
、
工
事
業
者
負
担
が

件
、
保
守
点
検
業
者
負
担
が

件
、
そ
の
他
協
議
中
等
が

件
。使

用
開
始
か
ら
の
漏
水
の
発

生
経
過
年
数
は

年
か
ら

年

が
最
も
多
く
、
ま
た
、
発
生
箇

一
面
掲
載
の
よ
う
に
、
平
成

年
度
浄
化

槽
実
務
者
研
修
会
は

日
間
・

会
場
で
開

催
さ
れ
た
。
研
修
で
は
「
浄
化
槽
工
事
の
あ

る
べ
き
姿
と
高
度
な
維
持
管
理
」
を
テ
ー
マ

に
、
業
界
各
業
種
団
体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
活
動

報
告
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
質
疑
応
答

を
ま
じ
え
て
浄
化
槽
設
置
者
の
信
頼
を
い
か

に
得
る
か
、
ま
た
業
界
人
と
し
て
何
を
な
す

べ
き
か
と
い
う
点
ま
で
踏
み
込
ん
だ
熱
い
提

案
・
議
論
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
、
そ
れ

ぞ
れ
研
修
で
理
解
し
、
得
た
こ
と
を
明
日
か

ら
の
業
務
に
生
か
す
。

岐
阜
県
浄
化
槽
生
涯
機
能
保
証
制
度
に
つ
い
て

岐
阜
県
浄
化
槽
連
合
会
判
定
委
員
会
か
ら
報
告

所
は
二
次
処
理
が

％
、
一
次

処
理
が

％
、
放
流
管
接
続
部

が

％
、
沈
殿
槽

％
、
そ
の

他
複
数
箇
所
が

％
の
割
合
。

判
定
委
員
会
か
ら
工
事
業
者

へ
の
工
事
の
注
意
点
と
し
て
、

放
流
管
接
続
部
の
破
損
を
防
ぐ

た
め
、
放
流
管
と
放
流
升
の
接

合
に
自
在
性
の
あ
る
継
ぎ
手
を

推
奨
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
次

処
理
の
側
面
に
破
損
が
多
い
こ

と
か
ら
、
家
屋
に
近
い
場
所
や

崖
に
近
い
場
所
は
埋
設
場
所
と

し
て
選
定
し
な
い
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

み
ず
再
生
施
設
認
定
制
度
に
つ
い
て

岐
阜
県
環
境
管
理
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
報
告

こ
の
制
度
は
、
平
成

年

月

日
に
創
設
さ
れ
た
。
放
流

水
の
透
視
度

度
以
上
、
ブ
ロ

ワ
停
止
を
音
声
等
で
伝
え
る
警

報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

保
守
点
検
及
び
清
掃
の
実
施
回

数
が
法
令
で
定
め
た
回
数
以
内

で
あ
る
こ
と
等
を
条
件
と
し
、

よ
り
高
度
な
維
持
管
理
さ
れ
た

合
併
処
理
浄
化
槽
を
下
水
道
と

同
様
の
施
設
と
し
て
使
用
で
き

る
「
み
ず
再
生
施
設
」
と
法
定

検
査
機
関
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ

て
い
る
。

報
告
で
は
、
ブ
ロ
ワ
停
止
警

報
器
取
付
待
ち
も
含
め
対
象
機

数

、

基
の
う
ち

・

％
で
あ
る

、

基
が
認
定
及
び
認
定
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
平
成

年
以
降

基

の
認
定
浄
化
槽
が
下
水
に
接
続

さ
れ
て
お
り
放
置
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
業
界

は
一
丸
と
な
っ
て
設
置
者
へ
の

説
得
、
市
町
村
へ
の
説
明
に
努

め
、
み
ず
再
生
認
定
浄
化
槽
の

下
水
道
へ
の
切
替
ゼ
ロ
を
目
指

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

施
工
・
法
定
検
査
・
保
守
点
検
・
清
掃
か
ら
の

報
告
に
つ
い
て

施
工
か
ら
の
報
告

「
浄
化
槽
工
事
の
施
工
に
つ

い
て
」
平
成

年

月

日
付

け
県
の
三
課
長
通
知
の
内
容
が

説
明
さ
れ
た
。「
工
事
業
者
は

浄
化
槽
工
事
の
写
真
を
撮
影
し

保
管
す
る
こ
と
」
ま
た
、「

条
検
査
で
工
事
写
真
を
確
認
す

る
の
で
、
設
置
者
に
写
真
を
渡

す
こ
と
」
を
確
認
。

さ
ら
に
、「
岐
阜
県
浄
化
槽

の
設
置
等
に
関
す
る
指
導
要

綱
」
平
成

年

月

日
施
行

の
改
正
内
容
を
説
明
。「
浄
化

槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
送
風
機
が
停
止
し
た
場
合

に
光
及
び
音
に
よ
る
警
報
を
発

す
る
機
能
を
備
え
た
浄
化
槽
を

設
置
す
る
」
と
し
、
現
在
設
置

可
能
な
ブ
ロ
ワ
停
止
警
報
器
を

紹
介
し
た
。

法
定
検
査
か
ら
の
報
告

ブ
ロ
ワ
停
止
警
報
器
の
設
置

の
効
果
と
し
て
は
、
法
定
検
査

時
に
警
報
器
設
置
前
の
平
成

年
は

・

％
の
ブ
ロ
ワ
停
止

が
あ
っ
た
が
、
過
去

年
間
の

ブ
ロ
ワ
停
止
は

・

％
ま
で

減
少
し
、
警
報
器
を
設
置
し
た

浄
化
槽
で
の
ブ
ロ
ワ
停
止
は
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
と
報
告
。

条
検
査
を
「
水
質
に
関
す

る
検
査
」
か
ら
「
施
工
確
認
検

査
」
と
し
て
、
浄
化
槽
工
事
中

に
検
査
す
る
よ
う
法
改
正
が
必

要
で
あ
る
と
提
言
。

透
視
度

度
以
下
の
浄
化
槽

の
改
善
事
例
を
報
告

ス
カ
ム
厚
、
堆
積
汚
泥
厚
等

共
通
測
定
項
目
の
測
定
位
置
等

を
報
告

保
守
点
検
か
ら
の
報
告

小
型
合
併

人
槽
以
下
各
作
業

時
の
重
点
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
た
。

回
目
の
ポ
イ
ン
ト

一
次

処
理
第

室
に
ス
カ
ム
生
成
を

促
進
さ
せ
る
た
め
の
調
整
。
生

物
膜
の
生
成
の
促
進
の
た
め
の

調
整
。
清
掃
へ
の
申
し
送
り
事

項
の
確
認
。

回
目
の
ポ
イ
ン
ト

生
物

膜
の
肥
厚
化
の
確
認
。
二
次
処

理
底
部
汚
泥
の
移
送
の
必
要
性

の
判
断
。

回
目
の
ポ
イ
ン
ト

清
掃

へ
の
申
し
送
り
事
項
の
必
要
性

を
判
断
。
清
掃
後
の
調
整
に
つ

い
て
も
必
要
項
目
を
指
示
。

清
掃
か
ら
の
報
告

清
掃
後
の
立
ち
上
が
り
調
査
の

結
果
報
告

汚
泥
濃
縮
車
と
バ
キ
ュ
ー
ム

車
で
の
立
ち
上
が
り
状
態
の
比

較
で
は
、
汚
泥
濃
縮
車
を
使
用

し
再
生
水
を
張
り
水
に
使
用
し

た
ほ
う
が
、
バ
キ
ュ
ー
ム
車
で

清
掃
し
張
り
水
に
水
道
水
を
使

用
し
た
場
合
と
比
べ
、
清
掃
後

の
放
流
水
の
透
視
度
及
び

は
安
定
し
早
期
に
立
ち
上
が

る
と
報
告
。

・
使
用
状
況
に
応
じ
た
清
掃
後

の
措
置
と
し
て
、汚
泥
移
送
装
置

の
常
時
移
送
の
運
転
判
断
、ば
っ

気
空
気
量
の
調
整
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
報
告
。

・
保
守
点
検
か
ら
の
清
掃
へ
の

申
し
送
り
事
項
の
確
実
な
実
施

と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
清
掃
作

業
者
が
調
整
箇
所
と
調
整
内
容

を
自
ら
判
断
す
る
知
識
を
得
る

必
要
が
あ
る
と
し
た
。

新
保
守
点
検
記
録
票
・
新
清
掃
記
録
票
に
つ
い
て

新
記
録
票
は
、
小
型
合
併
浄

化
槽
の

人
槽
以
下
を
対
象
と

し
て
、
清
掃
に
つ
い
て
は
平
成

平
成

年
度
浄
化
槽
実
務

者
研
修
会
の
開
催
に
当
た
り

ま
し
て
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
方

に
は
、
常
日
ご
ろ
よ
り
県
の

環
境
行
政
の
推
進
に
格
別
の

御
理
解
・
御
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
、
こ
の
場
を

お
か
り
い
た
し
ま
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

県
で
は
、
生
活
排
水
に
よ

る
公
共
用
水
域
の
汚
濁
負
荷

軽
減
を
目
的
に
浄
化
槽
の
普

及
促
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
浄
化
槽

は
、
ま
ず
適
切
な
工
事
が
行

わ
れ
た
後
に
保
守
点
検
、
清

掃
、
法
定
検
査
、
こ
の

つ
の

維
持
管
理
が
行
わ
れ
ま
し
て
初

め
て
本
来
の
機
能
を
発
揮
す
る

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

岐
阜
県
浄
化
槽
連
合
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
み
ず
再
生
施

設
認
定
制
度
、
そ
れ
か
ら
岐
阜

県
浄
化
槽
生
涯
機
能
保
証
制
度

と
い
っ
た
独
自
の
制
度
を
創
設

さ
れ
る
な
ど
、
浄
化
槽
の
適
正

管
理
に
よ
る
地
域
の
水
環
境
の

保
全
に
大
変
な
御
尽
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
場
を
お
か
り
い
た

し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
連
合
会
の
皆
様
が

推
進
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
ブ

ロ
ア
停
止
警
報
装
置
の
設
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
水
質
保
全
に

寄
与
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
県

と
い
た
し
ま
し
て
も
よ
り
一
層

の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
昨

年

月
よ
り
新
設
浄
化
槽
に
対

し
て
ブ
ロ
ア
停
止
警
報
装
置
の

設
置
を
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年

月
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
に
お
き
ま
し
て
、
森
・

川
・
海
が
一
体
と
な
っ
た
環
境

保
全
、
そ
の
大
切
さ
に
対
す
る

県
民
の
皆
様
の
理
解
が
大
変
深

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
県
で
は
、
今
後

年
間
の
環
境
行
政
の
指
針
と

な
り
ま
す
環
境
基
本
計
画
案
を

こ
の

月
議
会
に
上
程
し
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、「
人
と
自
然
が
共
生
す
る

豊
か
で
美
し
い
岐
阜
県
」、「
持

続
的
発
展
が
可
能
な
岐
阜
県
」

を
基
本
目
標
に
掲
げ
ま
し
て
、

県
民
総
参
加
に
よ
る
緑
豊
か
な

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
浄
化
槽
の
適
正

な
設
置
工
事
、
維
持
管
理
を
通

し
ま
し
て
、
快
適
な
水
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
大
変
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
本
日
の
研
修
会
が
御
参
加

の
皆
様
方
に
と
っ
て
実
り
あ
る

も
の
と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

浄
化
槽
行
政
に
ご
尽
力
頂
く

業
界
皆
様
に
深
謝

岐
阜
県
環
境
生
活
部
長

坂

正

光

（
平
成

年
度
浄
化
槽
実
務
者
研
修
会
岐
阜
会
場
挨
拶
）

設
置
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
浄
化
槽
の

た
め
に
必
要
な
の
は
、
業
界
の
高
い

規
範
意
識

「
浄
化
槽
工
事
の
あ
る
べ
き
姿
と
高
度
な
維
持
管
理
」
で
は
提
案

と
質
疑
応
答
で
研
修
を
深
め
た
（
研
修

日
目
・
岐
阜
会
場
）



（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

研
修
会
を
終
え
て

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

玉玉
川川

岐岐
阜阜
県県
浄浄
化化
槽槽
連連
合合
会会
会会
長長
のの
まま
とと
めめ

玉
川

岐
阜
県
浄
化
槽
連
合
会
会
長
の
ま
と
め

（ ） 平成 年 月 日広 報 ぎかんきょう第 号

年

月
よ
り
、
保
守
点
検
に

つ
い
て
は

月
よ
り
岐
阜
県
内

の
保
守
点
検
・
清
掃
業
者
で
使

用
し
て
い
る
。

新
記
録
票
の
特
徴
は
、
保
守

点
検
、
清
掃
と
も
に
過
去

年

間
の
経
過
を
記
載
す
る
こ
と
に

よ
り
、
処
理
状
況
を
把
握
し
調

整
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
。
ま
た
、
設
置
者
に
は

年
間
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
る
か
を
確
認
し
て
も
ら
え
る

様
式
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
清
掃
記
録
票
に
は
、
保
守

点
検
か
ら
の
作
業
指
示
、
作
業

上
の
注
意
事
項
・
確
認
事
項
を

申
し
送
る
。
保
守
点
検
記
録
票

に
は
、
清
掃
時
の
作
業
内
容
・

調
整
内
容
を
申
し
送
り
、
保
守

点
検
作
業
時
に
前
回
清
掃
内

容
、
連
絡
事
項
が
確
認
で
き
る

様
式
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
両
記
録
票
に
は
法
定
検
査

か
ら
の
結
果
・
指
示
も
記
載
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
ら
く
ら
く
契

約
に
お
け
る
保
守
点
検
・
清

掃
・
法
定
検
査
の

業
務
が
連

携
し
て
一
体
的
な
維
持
管
理
を

行
い
、
水
質
の
確
保
が
可
能
と

な
り
、
設
置
者
へ
の
浄
化
槽
に

対
す
る
信
頼
の
確
保
が
可
能
と

な
る
と
報
告
さ
れ
た
。

新
型
浄
化
槽
維
持
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

コ
ン
パ
ク
ト
浄
化
槽
よ
り
更

に
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
通
称
モ
ア
コ
ン
パ
ク
ト
型

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
総
容
量
は

人
槽
で
嫌
気
ろ
床
接
触
ば
っ

気
型
が
約

・

、
従
来
の

コ
ク
パ
ク
ト
型
が
約

・

で
あ
る
が
、
モ
ア
コ
ン
パ
ク
ト

型
が

・

で
あ
り
、
モ
ア

コ
ン
パ
ク
ト
型
は
嫌
気
ろ
床

接
触
ば
っ
気
型
の
半
分
に
近
い

総
容
量
で
あ
る
。
特
に
、
モ
ア

コ
ン
パ
ク
ト
型
は
一
次
処
理

の
容
量
も
、
嫌
気
ろ
床
接
触

ば
っ
気
型
及
び
コ
ン
パ
ク
ト
型

よ
り

％
小
さ
く
な
っ
て
い

る
。保

守
点
検
に
お
い
て
は
、
槽

内
の
汚
水
の
流
れ
が
複
雑
に
な

り
、
槽
内
の
エ
ア
リ
フ
ト
ポ
ン

プ
が

箇
所
、
空
気
量
を
調
整

す
る
た
め
の
オ
リ
フ
ィ
ス
が

箇
所
と
な
り
、
毎
回
の
保
守
点

検
時
に
エ
ア
リ
フ
ト
ポ
ン
プ
の

掃
除
を
確
実
に
行
う
必
要
が
あ

る
。
清
掃
に
お
い
て
は
、
沈
殿

分
離
部
が
ホ
ッ
パ
ー
で
あ
る
こ

と
な
ど
内
部
構
造
を
十
分
理
解

し
作
業
を
行
わ
な
い
と
、
十
分

な
清
掃
が
行
え
な
い
場
合
も
あ

る
の
で
注
意
を
要
す
る
と
説
明

さ
れ
た
。

モ
ア
コ
ン
パ
ク
ト
型
に
つ
い

て
は
、
毎
月
の
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
汚
泥
の
堆
積
及
び
水

質
の
変
化
を
確
認
し
、

年
間

の
性
能
の
保
持
が
可
能
で
あ
る

か
否
か
を
調
査
、
そ
の
結
果
も

公
表
す
る
と
報
告
さ
れ
た
。

積 み 残 さ な い

社団法人岐阜県浄化槽連合会
会長 玉 川 福 和

民主党は 年の選挙で、国から地方への「ひもつき補助金」を廃止し、地方が自由

に使える「一括交付金」として交付するとした。

明治維新以来続いた中央集権体制を改め、「地域主権国家」へ転換すると明確に示し、政権

交代を行った。

民主党は下水道法改正について

一．下水道整備が各自治体の大きな負担要因になっているとの認識に立ち、硬直的な接続

義務を見直す法改正を行い、下水道に偏重した汚水処理対策を正します。

一．合併処理浄化槽は著しく不適正な場合を除き、公共下水道への接続義務を免除する措

置を講じます。

下水道事業は、その財源の大半を起債に依存して進められる事業であり、その起債は、高

速自動車道建設事業が事業の収益で償還する仕組みに比べ、下水道事業は特別会計と定めな

がら、一般会計からの繰出金を財源にすることは、地方財政法上不健全な行為である。その

ため、財政危機に直面している市町村は多い。

また、下水道が整備されると浄化槽を強制的に接続することを義務付けており、このこと

は浄化槽設置者の財産権の侵害になる。

浄化槽関係者の積み残したものは多い。一番の問題は規範意識の欠落である。

やがて下水道により消滅すると思い込んでいたとは言え、下水道より良いものを求め、技

術屋は必死になり開発を進め、関係者は新たに税金を投入した下水道に接続されても社論を

展開しようとしない。

浄化槽交付金制度は、補助金の元となる基準額は 万円であるが、実勢価格は本体

に 万円、工事業者には 万円程であり、工事業者は利益を出すことが出来ずぎりぎり

の経営を強いられている上、自らが実態と違う金額の交付申請書を作成し、設置者に代わり

提出している。

保守点検は、一部地域で点検時間（ 分間）、点検回数（年間一律 回等）、法定検査は

判定基準の不統一、 条検査時期の問題を抱えたままだ。

浄化槽には維持管理が最も重要であることはよく聞くが、保守点検・清掃・法定検査が連

携をしているとはとても言えない。

清掃に於いては、長い間ただ汚泥を引き抜くだけの行為にとどまり、何も工夫しようとし

なかった。特に処理水質に意識の無かったことは大罪と言える。

先進的な所に於いては、家庭用の浄化槽（合併）の清掃に汚泥濃縮車、脱水車を導入し、

渇水時期の対応、処理場への搬入量の軽減を図るなど取り組むことは多くある。

国も地方も業界も今変えねばならないことを積み残さない。やる気になってやりきる必要

がある。

や
は
り
今
の

財
政
に
耐
え

得
る
の
は
合

併
浄
化
槽

き
ょ
う
、
研

修
の
中
で
、
信

じ
ら
れ
な
い
よ

う
な
小
さ
な
浄

化
槽
も
出
て
く

る
と
い
う
時
代

で
あ
り
ま
す
。

戦
後

年
間

た
っ
て
、
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
で

制
度
が
変
更
に

な
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
、

毎
日
皆
さ
ん
テ

レ
ビ
を
見
て
い

て
も
実
感
さ
れ

る
と
思
う
。
政

治
の
部
分
で

も
、
大
臣
が
突

然
や
め
た
り
、

相
撲
な
ん
か
特

に
そ
う
で
す

ね
。
八
百
長
が

発
覚
し
た
。
八

百
長
は
昔
か
ら

常
態
化
し
て
い

た
わ
け
で
す

が
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
も
許
さ

れ
な
い
時
代
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
ど
ん
な

変
更
を
す
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

が
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
今
ま
で
は
、
や
が
て
下

水
道
に
な
っ
て
、
私
た
ち
の
会

社
は
な
く
な
る
運
命
で
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
そ
う

い
う
こ
と
で
な
い
ぞ
と
。
じ
ゃ

あ
ど
う
す
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

や
っ
た
ふ
り
だ
け
す
る
よ
う

な
仕
事
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
私
た
ち
は
今
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
き
ょ
う

の
資
料
に
も
う
一
回
目
を
通
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

ペ
ー
ジ
に
新
聞
の
記
事
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
の

月

日
に
中
日
新
聞
で
発
表
さ
れ
た

も
の
で
す
。「
岐
阜
県
大
野
町

の
排
水
処
理
計
画
、
公
共
下
水

道
か
合
併
浄
化
槽
か
」
と
い
う

記
事
で
す
。
記
事
の
真
ん
中
に

四
角
い
升
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に

下
水
道
と
合
併
浄
化
槽
の
対
比

が
あ
り
ま
す
。
下
水
道
は
総
コ

ス
ト

億
円
、
合
併
浄
化

槽
は

億
円
と
い
う
数
字
が
並

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
仮
に
私

た
ち
が
見
た
と
き
に
ど
う
思
う

か
で
す
。
お
い
お
い
、
ち
ょ
っ

と
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
と
い
う

反
応
を
し
な
い
と
困
る
。
そ
う

で
な
い
と
、
今
ま
で
何
回
も
、

行
政
が
使
う
税
金
は
こ
う
じ
ゃ

な
い
の
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し

な
が
ら
、
下
水
道
は

人
当
た

り

万
か
ら

万
か

か
る
と
い
う
こ
と
を
研
修
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
の
財

政
に
耐
え
得
る
の
は
合
併
浄
化

槽
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
も

言
っ
て
き
ま
し
た
。
新
聞
記
事

の
合
併
浄
化
槽

億
円
と
い
う

数
字
は
ど
う
な
の
と
い
う
こ
と

で
す
。

公
共
下
水
道
は
赤
字
に
な
ら

な
い
一
世
帯
当
り
の
使
用
料

金
が

万

、

円
。

合
併
浄
化
槽
は
赤
字
は
発
生

し
な
い

財
政
と
下
水
道
を
考
え
る
会

代
表
の
子
安
孝
さ
ん
と
い
う
方

が
、
数
字
を
検
証
し
て
く
だ

さ
っ
た
。（
注
・
本
紙

ペ
ー

ジ
参
照
）
公
共
下
水
道
は
加
入

率

％
、

、

人
、

、

世
帯
を
対
象
に
行
う
と

億
円
か
か
り
ま
す
。
国

費
は

億
円
、
県
費
が

億

円
、
町
費
は

億
円
、
起
債
は

億
円
し
ま
す
と
。
受
益
者
負

担
は

億
円
、
赤
字
に
な
ら
な

い
使
用
料
金
は

万

、

円
で
す
。

平
成

年
度
実
務
者
研
修
会
を
終
え
て
、

玉
川

岐
阜
県
浄
化
槽
連
合
会
会
長
が
ま
と

め
を
行
っ
た
。

玉
川
会
長
は

今
の
財
政
に
耐
え
得
る
の

は
合
併
浄
化
槽
で
あ
る
と
い
う
下
水
道
と
の

比
較
実
例
の
提
示
を
行
う
と
と
も
に

不
透

明
な
浄
化
槽
補
助
金
基
準
額
及
び
設
置
費
の

問
題
点

浄
化
槽
整
備
事
業
の
受
託
者
（
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
ゼ
ネ
コ
ン
）
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ

万
円
程
度
の
安
い
指
し
値
で
施
工
業

者
や
浄
化
槽
本
体
に
費
用
が
支
払
わ
れ
、
業

界
が
赤
字
で
泣
か
さ
れ
て
い
る
実
情
が
述
べ

ら
れ
、
業
界
は
そ
う
し
た
問
題
を
抱
え
つ
つ

も
、
そ
れ
ら
を
ク
リ
ア
ー
し
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
へ
移
る
た
め
に
汗
を
か
く
努
力
を
惜
し
ま

な
い
必
要
が
あ
る
と
結
ん
だ
。



（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（ ）平成 年 月 日 広 報 ぎかんきょう第 号

中
日
新
聞
に
よ
る
と
、
公
共

下
水
道
は
赤
字
は
し
な
い
と
書

い
て
あ
る
。
し
か
し
赤
字
は
す

る
。
年
・
一
世
帯
当
り
の
使
用

料
金
の
徴
収
は

万

、

円
、
料
金
不
足
は

万

、

円
で
、
赤
字
（
料
金
不

足
）
は

億
円
、
起
債
残
高
は

億
円
、

年
間
の
町
の
負
担

と
し
て
残
る
の
は

億
円
と
検

証
さ
れ
た
。

一
方
、
合
併
浄
化
槽
は

、

世
帯
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
今
の
制
度
で
い
く
と

億

円
、
国
費
と
県
費
は

億

、

万
円
ず
つ
、
そ
し
て
町

費
が

億
円
で
す
。
下
水
道
の

場
合
の
町
費
は

億

、

万
円
だ
け
れ
ど
も
、
今
の
合

併
浄
化
槽
の
補
助
制
度
は
、
大

野
町
は
手
厚
く
つ
け
よ
う
と
い

う
こ
と
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

起
債
は
ゼ
ロ
、
受
益
者
負
担
金

も
ゼ
ロ
で
す
。
赤
字
に
な
ら
な

い
使
用
料
金
は
、
公
共
下
水
道

の

万

、

円
に
対
し

て
合
併
浄
化
槽
は
赤
字
は
発
生

し
ま
せ
ん
。
使
用
料
金
徴
収
は

万

、

円
、
料
金
不

足
は
ゼ
ロ
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、

億

、

万
円
に
つ
い
て
は
、
将
来

大
野
町
が
ど
う
賄
っ
て
い
く
か

に
か
か
わ
り
ま
す
よ
と
い
う
の

が
検
証
資
料
な
ん
で
す
。

次
に
、
私
た
ち
に
関
係
が
あ

る
資
料
の

ペ
ー
ジ
の
浄
化
槽

の
助
成
金
制
度
（
注
・
本
紙
別

掲
参
照
）
で
す
。
市
町
村
設
置

型
は
総
額
で
基
準
額
が

万

、

円
で
す
。
補
助

対
象
は

万
円
、
国
費
が

万

、

円
、
地
方
負

担
は

万
円
。
個
人
負
担
は

万

、

円
、
そ
し
て
、

表
の
下
の
例
は
個
人
設
置
型
。

個
人
設
置
型
は
国
・
県
、
町
費

で

万
円
で
、
個
人
負
担
は

万
円
。

こ
の
よ
う
に
個
人
負
担
が
市

町
村
設
置
型
と
は
大
き
く
違
う

ん
で
す
。

施
工
、
浄
化
槽
本
体
価
格
と

も
に
赤
字
不
可
欠
の
安
い
受

注
額
を
指
し
値
で
押
し
つ
け

ら
れ
て
業
界
は
苦
し
む

そ
こ
で
、
大
野
町
は
実
際
ど

う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
か

と
い
う
と
、
ま
ず
表
向
き
は

人
槽
の
基
準
額
は

万

、

円
、
国
と
県
は

万
円
ず
つ
出
す
。
町
費
は

万

円
、
個
人
負
担
金
は

万

、

円
で
い
い
と
言
っ
て
い

る
ん
で
す
。
し
か
し
実
態
は
、

表
の
よ
う
に
国
も
県
も
、
町
費

も
同
じ
で
、
個
人
負
担
は
ゼ
ロ

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い

う
こ
と
が
な
ぜ
起
き
る
か
と
い

う
と
、
事
業
の
受
託
者
が
か
わ

る
と
こ
う
な
る
。
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
と
か
ゼ
ネ
コ
ン
は
仕
事
を

取
っ
て
、
我
々
の
仲
間
で
あ
る

施
工
業
者
に
渡
す
の
は

万
円

し
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
仕
事

を
直
接
受
注
す
る
と
、

万
円
が
入
っ
て
く
る
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
お
客
さ
ん

の
負
担
金
は
ゼ
ロ
に
な
り
、
宅

内
配
管
ま
で
や
っ
て
も
ら
え
る

と
い
う
こ
と
で
、
現
在
喜
ば
れ

て
い
る
。

こ
の
研
修
会
で
は
、
県
の
担

当
の
方
が
見
え
て
お
い
で
で
す

が
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
け
は
意

識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
直
接

受
注
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
民

も
こ
れ
だ
け
安
価
に
で
き
、
負

担
ゼ
ロ
で
で
き
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
で
す
ね
。

問
題
点
は
不
透
明
な
浄
化
槽

補
助
金
の
基
準
額

資
料
の

ペ
ー
ジ
に
浄
化
槽

の
問
題
点
が
あ
る
（
注
・
本
紙

別
掲
参
照
）。
浄
化
槽
の
問
題

点
は
、
補
助
金
の
基
準
額
が
不

透
明
で
あ
る
こ
と
で

す
。
要
は
本
当
に

万

、

円
っ
て
存
在
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
。
ま

た
年
に

回
、
設
置

者
宅
内
に
て
作
業
が

あ
る
と
い
う
こ
と
。

保
守
点
検

回
、
清

掃

回
、
法
定
検
査

回
、
こ
れ
は
浄
化

槽
の
問
題
点
と
し
て

あ
る
。
保
守
点
検
は

一
部
地
域
で
点
検
時

間
が

分
間
、
そ
し

て
一
律
年

回
の
点

検
回
数
に
対
す
る
規

範
意
識
の
欠
落
が
見

ら
れ
る
。

清
掃
は
高
齢
者
独

居
世
帯
に
対
す
る
料
金
の
対
策

が
な
い
。
法
定
検
査
に
つ
い
て

は
、判
定
基
準
の
不
統
一
、
条

検
査
時
期
の
問
題
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
ま
す
。

浄
化
槽
の
助
成
金
に
つ
い
て

も
う
一
回
お
さ
ら
い
を
す
る
と
、

一
般
的
な
市
町
村
設
置
型
に
つ

い
て
は

万

、

円
が

基
準
額
、
そ
し
て
国
費
が

万

、

円
、
地
方
負
担
は

万

、

円
、
個
人
負

担

万

、

円
。
そ
し

て
個
人
設
置
型
、
こ
れ
が
最
も

多
い
方
式
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
助
成
金
は

万

、

円
、
個
人
負
担
は

万

、

円
と
さ
れ
て
い
る
。
合

わ
せ
る
と

万
円
で
あ
り
ま
す

が
、
事
業
を
受
託
す
る
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
は
浄
化
槽
メ
ー
カ
ー

に
、
浄
化
槽
本
体
を

万
円
で

納
め
さ
せ
、
そ
し
て
施
工
業
者

に
は

万
円
の
指
し
値
で
工
事

を
さ
せ
、
断
る
と
仕
事
が
な
く

な
る
の
で
泣
く
泣
く
業
者
は
こ

れ
を
や
る
。

下
の
表
に
あ
る
よ
う
に
、
基

準
額
は

万
円
で
あ
る
が
、
実

勢
価
格
は
本
体
に

万
円
、
工

事
業
者
に

万
円
程
度
で
あ
り
、

工
事
業
者
は
利
益
を
出
す
こ
と

が
で
き
ず
ぎ
り
ぎ
り
の
経
営
を

強
い
ら
れ
て
い
る
実
情
が
あ

る
。
こ
う
い
う
実
態
を
ど
う
い

う
ふ
う
に
解
消
す
る
か
で
す
。

こ
れ
は
や
は
り
、
原
価
を
割
っ

た
よ
う
な
数
字
で
あ
る
場
合
は

受
け
な
い
と
い
う
、
そ
う
い
う

結
束
ぐ
ら
い
業
界
で
す
る
必
要

が
あ
る
。

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
ゼ
ネ
コ

ン
が
良
い
合
併
浄
化
槽
を
選

択
し
な
い
た
め
に
原
価
割
れ

を
き
た
す

メ
ー
カ
ー
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
。
そ
う
で
な
い
と
赤
字
経

営
を
続
け
な
が
ら
、
超
コ
ン
パ

ク
ト
型
浄
化
槽
み
た
い
な
も
の

を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
で
高
値
安

定
を
し
よ
う
と
い
っ
て
頑
張
る

ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
間
も
な

く
原
価
を
割
っ
た
よ
う
な
数
字

に
す
ぐ
な
る
と
思
う
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
問
題
点
は
ど
こ

に
あ
る
か
と
い
う
と
、
ゼ
ネ
コ

ン
は
良
い
合
併
浄
化
槽
を
選
択

す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
点
に

あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
っ
た
ら
、

性
能
の
悪
い
浄
化
槽
で
ゼ
ネ
コ

ン
は

回
も
追
及
さ
れ
た
こ
と

が
な
い
か
ら
で
す
。

私
た
ち
も
維
持
管
理
上
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
今
全
力
で
改

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
メ
ー

カ
ー
も
施
工
も
、
ダ
ン
ピ
ン
グ

し
な
い
と
仕
事
が
取
れ
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
は
脱
却
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
で
な

い
と
社
員
に
給
料
を
払
え
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
た
ち

は
何
と
か
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
移

る
た
め
に
、
汗
を
か
い
て
努
力

は
惜
し
ま
な
い
と
い
う
こ
と
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

「
や
っ
た
ふ
り
だ
け
す
る
よ
う
な

仕
事
で
あ
っ
て
は
許
さ
れ
な
い
」

玉
川

岐
阜
県
浄
化
槽
連
合
会
会
長

研
修
会
の
ま
と
め


